
 

※令和５年度以降入学生用 

学校番号 3009 

令和５年度 工業科（工学系） 

 

教科 
工業科 
(工学系) 

科目 (学)工学基礎 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書  

副教材等 Monaca モナカで学ぶアプリ制作入門 ～HTMLxCSSxJavaScript 編 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業の各分野における事象の数理・統計処理に関する知識と技術を習得し、実際に活用する能力と態

度を身に付けることで、大学進学後、活かせる力を育成する。また、情報通信の基礎技術についてま

なび、コンピュータなどの通信デバイスおよびインターネットでのデータの取り扱いについての仕組

みについて理解する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

基礎的・基本的な知識と技術を習得し、現代社会における工業および情報通信の意義や役割を理解す

るとともに、基礎学力、自ら考え学習する態度を身に付け、大学生として求められる応用できる力を

幅広く習得する。 

(a)基本的な知識の確認と他分野との関連を理解するとともに、新しい分野でのつながりを理解する

力を身に付ける。 

(b)基本的な知識の活用の上、その他の解決方法を試行錯誤して解決する複合的な力を身に付ける。 

(c)自ら取り組んだことに疑問を持ち、自ら課題を見つけ取り組む姿勢を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・中学までの基本的な知識

を身に付けていること。確

実に間違いなく答えに到達

できること。 

・他分野との関連を理解す

ること。 

・新しい分野について、これ

までの知識とのつながりを

考えて理解できること。 

・不十分な理解を自身で把握

し、解決することができるこ

と。 

・間違えたことに関して放置

せず、原因を追究することが

できること。 

・学んだ解法以外にも、方法

があることに気付き、試行錯

誤しながらでも解決するこ

とができること。 

・自分が何をすべきかを自ら

判断し行動することができ

ること。 

・疑問点を放置せず、自身で

調べ、また質問することがで

きること。 

・与えられた課題だけではな

く、自ら課題を見つけ取り組

むことができること。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

数
学
基
礎 

数式の取り扱いに関する

基礎的な事項の確認。 

・文字式の計算 

・式の整理、方程式 

・速度・濃度・密度など 

 

a:数式の取り扱いに関する基本

事項を理解している。 

b:誤りに気付き、検討することが

できる。 

c:自ら学習を進めることができ

る。 

 

 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

理
科
基
礎 

物体に作用する力、物体

の運動に関する基本的考

え方 

・自然現象に関する考察 

・工業技術に関する考察 

 

a:基本事項を理解できる。 

b:事象をよく観察し、数式で表現

することができる。 

c:自ら課題を見つけ、学習を進め

ることができる。 

 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

後

期 

数
学
・理
科
基
礎 

数式、法則に関する基礎

的な事項の定着。 

・関数の利用 

・公式、定理の理解、応用 

 

 

 

a:基本事項を理解できる。 

b:事象をよく観察し、数式で表現

することができる。 

c:自ら課題を見つけ、学習を進め

ることができる。 

 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

レポート 

 

定期考査 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎 

IP ネットワークの基礎技術 

 ・IPv4 の基本 

 ・レイヤー３での通信 

Weｂプログラミングの基礎 

 ・ＨＴＭＬ５ 

 ・ＣＳＳ３ 

 ・javascript 

 ・クラウド IDE を利用した開

発環境の利用 

a:基本事項を理解できる。 

b:コードをよく観察し、改編する

ことができる。 

c:自ら課題を見つけ、学習を進め

ることができる。 

 

 

確認テスト 

 

課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

課題 

 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


